
昭
和
六
十
三
年
四
月
五
日
受
領 

答

弁

第

二

〇

号 
   

弁
書
を
送
付
す
る
。 

衆
議
院
議
員
寺
前
巖
君
提
出
血
友
病
患
者
の
エ
イ
ズ
感
染
に
よ
る
薬
害
補
償
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答 

内
閣
衆
質
一
一
二
第
二
〇
号 

昭
和
六
十
三
年
四
月
五
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衆

議

院

議

長 
原 

 

健 

三 

郎 
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内
閣
総
理
大
臣 

竹 

下 
 

登 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
寺
前
巖
君
提
出
血
友
病
患
者
の
エ
イ
ズ
感
染
に
よ
る
薬
害
補
償
に
関
す
る
質
問
に
対 

す
る
答
弁
書 

一
の
1
及
び
2
に
つ
い
て 

昭
和
五
十
八
年
六
月
に
発
足
し
た
厚
生
省
の
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
（
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
の
実
態
把
握
に
関
す
る 

研
究
班
に
お
い
て
、
非
加
熱
血
液
製
剤
に
よ
る
エ
イ
ズ
感
染
の
疑
い
が
あ
る
も
の
と
し
て
一
症
例
（
帝
京
大
学 

 

の
症
例
）
が
報
告
さ
れ
た
が
、
検
討
の
結
果
、
同
年
八
月
、
ス
テ
ロ
イ
ド
投
与
に
よ
る
可
能
性
も
あ
る
と
し 

 
 

て
、
疑
似
な
い
し
非
典
型
的
と
決
定
さ
れ
た
。 

一
の
3
に
つ
い
て 

昭
和
六
十
年
五
月
に
帝
京
大
学
か
ら
厚
生
省
エ
イ
ズ
調
査
検
討
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
症
例
は
、
四
十
八
歳 

 

で
亡
く
な
つ
た
血
友
病
の
男
性
及
び
六
十
二
歳
で
亡
く
な
つ
た
血
友
病
の
男
性
で
あ
つ
た
が
、
委
員
会
に
提
出 

 



一
の
4
及
び
5
に
つ
い
て 

二
の
1
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
安
部
副
学
長
が
行
つ
た
報
告
に
つ
い
て
は
、
厚
生
省
と
し
て
は
承
知
し 

 

て
い
な
か
つ
た
。 

さ
れ
た
資
料
を
専
門
家
が
総
合
的
に
判
断
し
て
エ
イ
ズ
で
あ
る
と
認
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
う
ち 

 

四
十
八
歳
で
亡
く
な
つ
た
症
例
は
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
（
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
の
実
態
把
握
に
関
す
る
研
究
班
で 

 

検
討
さ
れ
、
昭
和
五
十
八
年
八
月
に
疑
似
な
い
し
非
典
型
的
と
決
定
さ
れ
た
症
例
で
あ
る
が
、
新
た
に
エ
イ
ズ 

 

ウ
イ
ル
ス
の
抗
体
検
査
の
結
果
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
最
新
の
知
見
に
照
ら
し
て
、
エ
イ
ズ
と
認 

 

定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

カ
ッ
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
よ
り
、
同
社
が
輸
入
し
た
特
定
ロ
ッ
ト
の
血
液
凝
固
第
Ⅸ
因
子
製
剤
の
投 

 

与
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
肝
炎
症
例
が
報
告
さ
れ
、
当
該
ロ
ッ
ト
製
品
と
の
関
連
が
推
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、 

 

四 

 



二
の
4
に
つ
い
て 

二
の
2
及
び
3
に
つ
い
て 

カ
ッ
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
の
場
合
は
、
採
血
の
際
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
検
査
を
行
い
、
陽
性
の
血
液
を
排
除 

 

す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
混
入
を
防
止
で
き
る
方
法
が
確
立
し
て
お
り
、
か
つ
、
肝
炎
の 

 

発
症
に
関
連
す
る
製
品
が
相
当
程
度
特
定
で
き
た
こ
と
か
ら
、
追
跡
調
査
及
び
行
政
処
分
と
い
う
措
置
を
採
つ 

 

た
も
の
で
あ
る
。 

一
方
、
血
液
凝
固
因
子
製
剤
に
よ
る
エ
イ
ズ
感
染
の
場
合
は
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
の
混
入
を
確
認
す
る
方
法 

 

が
な
く
、
ま
た
、
感
染
か
ら
発
症
ま
で
の
期
間
が
数
年
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
原
因
と
な
る
製
品
を
特
定
す
る
こ 

 

と
が
困
難
で
あ
つ
た
こ
と
等
事
情
が
異
な
る
。 

原
因
解
明
等
の
た
め
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

血
液
凝
固
因
子
製
剤
に
つ
い
て
は
、
採
血
時
の
み
な
ら
ず
プ
ー
ル
血

漿
し
よ
う

に
つ
い
て
も
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
検
査
を 

 

五 

 



 

六 

行
う
よ
う
指
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
関
係
企
業
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
不
活
化
効
率
の
よ
り
高
い
製 

 

品
の
開
発
を
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

三
の
1
に
つ
い
て 

血
液
凝
固
因
子
製
剤
の
安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
趣 

旨
を
踏
ま
え
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
科
学
技
術
の
水
準
に
照
ら
し
、
最
善
の
努
力
を
尽
く
し
て
き
た
と
こ
ろ
で 

 

あ
る
。 

三
の
2
及
び
3
に
つ
い
て 

血
液
凝
固
因
子
製
剤
に
よ
る
エ
イ
ズ
感
染
者
の
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
発
症
予
防
・
治
療 

 

研
究
事
業
及
び
相
談
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
、
必
要
額
を
昭
和
六
十
三
年
度
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。
さ
ら 

 
 

に
、
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
対
策
が
考
え
ら
れ
る
か
検
討
を
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 




